
小山高校進路通信  
 

専門学校 特集号 
 

玉石混合と言われる専門学校。数ある学校の中から、よりよい学校に進むためには？ 

後悔しないための、かしこい学校選びのポイントを紹介します。 

 

専門学校を選ぶ前に大切なこと 

 

①職業理解 

専門学校選び＝職業の決定。卒業後に就職できる職業が決まってしまう。覚悟は十分ですか？ 

 

②本当にその職業に就くことができるか 

特に注意したい職業 

・声優、音楽系：ほとんどの人が就けない（加えて、デビューできたとしても生活できない）。 

・ゲーム、ＣＧ：会社自体が少ない。情報処理系の仕事に流れる人が多い。 

・動物飼育：求人募集は欠員が出た場合のみが多く、ほとんど就職できない。 

・ファッションデザイン：経験者でまわしている業界。アパレル店員（ノルマあり）に流れる人が多い。 

・スポーツトレーナー：専門学校卒業生の主な職種はスポーツインストラクター。トレーナーになることは 

非常に難しい（トレーナーの９割が鍼灸等の医療系資格を複数取得している）。  など 

 

③その職業で生活していけるか 

例１）美容師：10年で９割が離職。30歳定年制とも言われている。開業のための気概と準備が必要。 

  例２）栄養士：非正規雇用が多い（⇔管理栄養士は正規雇用）。 

例３）製菓・製パン：ハードワークで離職が多い。開業する店も多いが、廃業する店も多い。 

 例４）スポーツインストラクター：複数のジムをかけ持つなど生活が安定しない。       など 

  

専門学校を選ぶポイント 

 

①認可校であるか 

認可校を卒業すると、経歴に「専門学校卒」と記入することができる。 

学校名に「専門学校」と付いていれば認可校。（※「専門学院」や「専門校」は無認可校。） 

ただし認可校にも、注意が必要な学校あり。 
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こんな学校には特に注意！ 

・多額の宣伝費をかけている（＝学生の授業料を授業のために使用していない）。 

・授業が行われない。自習や休講が多いなど。 ・就職サポートがない。 

・学費の安さをうたっているが、入学後に追加で請求される。 

・見学で内定を出してしまう。（きちんとした学校は、必ず選考を行います！） 



 

②教育内容・施設 

学校見学で確認しよう。 

・学習内容や教員 ・学生の学ぶ姿勢 ・学習のための施設・設備が新しいか 

・一人ひとりが十分に使用できるだけの設備があるか            など 

 

③就職 

 ・求人の数 ・就職の質 ・アルバイトでなく正社員として就職できているか など 

 

 

学校見学の際の注意点 

 

・見学に行く前に、学校調べを入念に行おう。見学では、学校はよいところしか見せない。 

すぐにその気になってしまうと選択に失敗しやすいので、注意を。 

 

・同分野で３校以上見学し、慎重に比較検討しよう。 

１校のみの見学では、その学校が本当によいのかどうかの判断が難しい。 

 

・住所などの個人情報の記入は任意（希望者のみ書けばよい）。 

 

 

その他の注意点 

 

・就職率のカラクリに注意。 

 例）Ａ校には、100人の入学者がいるが、90人の退学者が出た。10人が就職希望で就職した。 

「就職率 100％！」と発表するが、実際には 10％。など 

 

・国家試験合格率にも注意を。 

 受かりそうにない学生にはそもそも試験を受けさせないなどして、数値を調整する学校がある。 

 受験者の合格率でなく、入学者の合格率に注目しよう。 

 

・学費について、保護者としっかり相談を。 

入学前（高校３年の秋）に最低でも 80万円以上が必要。２年間で 200～300万が必要になる。 

 

 

自分の将来につながる学校選びができるよう、かしこく見きわめを行っていきましょう！ 


